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全体計画（仮）

ーみんなでつくる、「多様な活動」の集積としてのまちの拠点　

ー建物・公園・道路の境界を越えて、まちいっぱいに広がる学び

世代を繋ぎ、居場所を育て続ける「本の里」

屋根のある公園・屋根のない複合施設

亀田トレイン公園

複合施設

梅田亀田公園
南北線緑道

キッチンカーやマルシェなど
イベント開催ができる緑道

至梅島駅

平場の大きな草地広場で、イベントなど
複合施設との一体的な利用も可能

亀田トレイン通り沿いの
アクセスしやすい位置に
駐車場 ( 約 10 台 )
駐輪場 ( 約 115 台 )
を計画

駐輪場 ( 約 35 台 )

N

至西新井駅

既存樹の桜並木
を生かした空間

トイレや管理室を撤去し新築する計画

子ども、親子連れ、
中高生、高齢者みんなが
入り交じる賑やかな広場

既存のじゃぶじゃぶ池
に代わる新しい水施設

南北線との連続性をもった
安全性の高い歩道空間

現在の公園でも行われる
幼児の運動会の練習がで
きるような大きさの広場
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Administrator
長方形

Administrator
タイプライターテキスト
別添資料西新井・梅島関連２



出入口

出入口

▽

子育てサロン

広場と一体的に利用が可能な
キッズライブラリー
本の保護に配慮し、日射の安定
した北側に配置

交流ひろばは中央に設け、時期や時間によって
図書館や NPO の場にしたり、イベントを開催
したりさまざまな「やってみる」活動の場とな
るように計画

緑道沿いに開き、
街路と一体となった活動を
展開できるラウンジ空間
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キッズライブラリー
〈凡例〉

子育てサロン
図書館

NPO 活動支援
共有スペース
バックヤード亀田トレイン公園

梅田亀田公園

南北線緑道

NPO 活動支援

屋外からの視認性を向上させた
南北線側に配置したカフェ

車椅子駐車場、駐輪場の屋根

区民ワークショップ
の活動を引き継ぐ場

駐輪場 1駐車場

駐輪場 2

平面図（概要版） 1F（仮）
活動を「やってみる」 N

内外ライン
FL＋300
FL-150
FL-300

交流ひろば

カフェ エレベーター

広いエレベーター

うめはちの庭

エレベーターを分散配置
し利便性の高い計画

トイレ
＋授乳室

●フロア全体が屋外と連続して使用でき
　るように、　「やってみる」フィールド
　として一体的に設計します

●中央に「交流ひろば」を設け、周囲に
　活動エリアを回廊状に設けます

●室ではなくエリアとして捉え、エリア
　をまたいだ重ね使いが可能です

●ワークショップで「やってみる」場を
　体験し、計画に反映しました

　1F 閲覧席数 300 席程度

20 人乗

約 10 台 約 115 台

約 35 台

13 人乗

カウンター

出入口

A
A’

（注）
FL＋〇〇,FL-〇〇は、床の高さから何mm上がって
（下がって）いるかを示している



▼

内外ライン

眺め

図書館

バックヤード
屋外テラス

出典：https://www.kumesekkei.co.jp/
designstory/omiya_ward_office.html

眺めのいい閲覧席のイメージ

トイレ

周囲の音を遮断して、静かな環境で
集中して読書や勉強などができる

出典：https://nikkenren.com/kenchi
ku/bcs/detail.html?ci=996

蔵書をまとめて
配置する「本の島」

吹抜沿いの閲覧席のイメージ

草地広場の眺めのイメージ
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ルーム a

ルーム b
吹抜

吹抜

平面図（概要版）2F（仮）
本を手に「とってみる」

エレベーター
備蓄倉庫

本の島 約 70 席
にぎやかエリア

サイレントルーム
約 50 席

約 25 人 / 約 50 ㎡
●いろんな居場所、眺望がある回遊性
　のある動線で、巡りながら本との出
　会いをつくります

●段階的な音のグラデーションを設定
　し、賑やかさと静けさをゆるやかに
　繋ぎます

●最もアクセスの良い中央にメインの
　配架となる「本の島」を設けます

●ミーティング・グループ学習・子サ
　ロイベントなど多目的に利用できる
　部屋として「ルーム」を設けます

　2F 閲覧席数 200 席程度

広いエレベーター
20 人乗

13 人乗

※各写真はイメージです

眺めのいい閲覧席

A’
A

出典：https://www.3zu0.com/
urbanes/schoepfwerk-park-wien/

どちらのフロアへも
アクセスできるエレベーター

静か

賑
や

か

約 40 人 / 約 80 ㎡

N

〈凡例〉

（注）
FL＋〇〇,FL-〇〇は、床の高さから何mm上がって
（下がって）いるかを示している

FL-300
FL-750



南西側立面図

AA’ 断面図
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本の島

機械室屋外機置場

▼ 外水氾濫対策　約 4.0m

最高高さ

2FL

RFL

1FL
地上

約
6m

約
1m

約
7m

約
7m

約
5.

5m

約
19

.5
m

約
5.

5m

▼ 内水氾濫対策　約 1.0m

立面図（概要版）

断面図（概要版）
●一体的な整備により公園と道路と
　視線でつながる機能連携を目指します

●内水氾濫対策のため、複合施設の1階
　高さを地上から1m上げ、また外水氾
　濫時（想定最大浸水深 3~5m未満）　
　にも対応した高い階高で計画します

眺めのいい閲覧席

NPO 活動支援キッズライブラリー 交流ひろば 南北線緑道

南北線緑道

内水氾濫
（注）

外水氾濫

：下水道管の能力を超えた雨水が窪地などに溜まることで浸水
　する現象
：荒川、芝川・新芝川、利根川による氾濫のこと



8:00

8:30

9:00

9:30
10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00

13:30
14:00

14:30

15:00

15:30

16:00
至梅島駅

亀田トレイン公園

リライズガーデン西新井

リライズガーデン西新井

東
武

伊
勢

崎
線

西新井公園

梅島グリーンマンション
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都営梅田アパート

足立区立亀田小学校

複合施設

梅田亀田公園
南北線緑道

日影図（仮）

至西新井駅

●複合施設の日影の長さを表した図です

　〈条件〉
　測定時刻：冬至 8 時～16 時（30 分間隔）
　緯度：東京 35° 40’ 21”
　測定面高さ：0m

N



〈凡例〉

園路

出入口

亀田トレイン公園整備の概要（仮）

敷地境界

●車輪モニュメント
　既存の車輪モニュメントを活用し
　車両工場跡地の歴史性を継承する

●複合施設と一体的な公園整備を行い、既存利用
　や歴史を継承し、更なる利用促進を目指します

●まちに開かれた「エントランス広場」トレイン
　書架の周りに人が集まる「デッキ広場」平場の
　大きな「草地広場」3つの大きな広場を連続的
　に配置します

●内水氾濫対策のため、複合施設の1階高さを地  
　上（GL）から1m上げ、草地広場部分について
　は、70㎝上げています
　これらの高低差がある広場を緩やかに園路でつ
　なぎながら、特徴のある居場所を連続させた
　「めぐりうつる」公園を目指します

●トイレや駐輪場は、複合施設内のものを利用い
　ただけます

GL±0

GL＋450

GL+550

GL+700

GL+700 GL+1000

イベントなど複合施設との
一体的な利用も可能

建物の内外を行き来する、本を乗せた電車型
のトレイン書架（人は乗り降りしない仕様）

まちに開かれ人が行き交う
公園の入口となる

エントランス広場
デッキ広場

複合施設
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（注）

GL+〇〇は地上から何mm高さが上がっているかを示している

駐車・駐輪場

N

舗装面

デッキ面

草地広場

複合施設の駐輪場
への出入口

複合施設の出入口



外観パース（案）

外観1| 亀田トレイン公園側から施設を見る

※外観パースはイメージです。
　今後変更になる可能性があります。

外観 2| 南北線緑道沿いから施設を見る


